
科　目

担当教員 木津 久美子 非常勤講師

対象学年等

学習・教育目標 B3(100%) (f)

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準

1

2

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目 本科及び専攻科の英語科目

授業の臨み方・進行・評価方法について詳しく説明するので，初回の授業に必ず出席すること．

神戸市立工業高等専門学校 2018年度シラバス

コミュニケーション英語 (Communication English)

全専攻・1年・前期・必修・1単位

JABEE基準

授業の
概要と方針

TOEIC試験のハイスコア取得に必要な英語力を身につける．(1)基本語彙を覚える．(2)音のしくみを理解し，ディクテーショ
ンを行って，聴解力を養う．(3)文構造を理解し，スラッシュ・リーディングを行って 読解力を養う．(4)TOEICの出題形式を理
解し，解答方法を学ぶ．また， ペアワークやグループワークを通して， 実践的なコミュニケーション力を培う.

【B3】TOEIC試験に頻出する基本語彙を習得する.
TOEIC試験に頻出する基本語彙を習得することができるかを小テストとレビ
ューテストで評価する．

【B3】TOEIC試験に必要な聴解力を身につける． TOEIC試験に必要な聴解力について， 定期試験及びレビューテスト， 発表で
評価する．

【B3】TOEIC試験に必要な読解力を身につける．
TOEIC試験に必要な読解力について， 定期試験及びレビューテスト， 発表で
評価する．

成績は，試験70%　平常点（小テスト,レビューテスト,発表）30%　として評価する．100点満点で60点以上を合格とする．

赤井田拓弥， Jeffrey M. Bruce（著）Winning Formula for the TOEIC L&R Test(Revised Edition) センゲージラ
ーニング.

『TOEICテスト公式問題集 新形式問題対応編』　『公式 TOEIC Listening & Reading 問題集 1』
英文法に関する参考書，TOEICに関する参考書（適宜，授業内で指示する）

履修上の
注意事項



授業計画（コミュニケーション英語）

テーマ 内容（目標・準備など）

1

2

3 Unit 1 Shopping

4 Unit 2 Transportation & Street Scenes

5 Unit 3 Travel

6 Unit 4 Restaurants & Cooking

7 Unit 5 Health

8 Unit 6 In the Office

9 Review

10 Unit 7 Business and Sales

11 Unit 8 Media & News

12 Unit 9 Economy

13 Unit 10 Advertisements

14 Unit 11 International Trade

15 Unit 12 Environment

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

オリエンテーション & TOEICテストの概観 (1)
授業の臨み方・進行・評価方法について説明する.  Pre-test の問題を解答しながら， Listening Testを概観する.  英語音の変
化について学ぶ．

TOEICテストの概観 (2) Pre-test の問題を解答しながら， Reading Testを概観する. スラッシュリーディングの方法を学ぶ．

Unit 1の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 1について小テストを行う．Unit 2の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 2について小テストを行う．Unit 3の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 3について小テストを行う．Unit 4の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 4について小テストを行う．Unit 5の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 5について小テストを行う．Unit 6の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 1～6 についてReview Test を行う.

Unit 7の問題の解答と解答方法を確認する．シャドーイングの方法を学ぶ.

Unit 7について小テストを行う．Unit 8の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 8について小テストを行う．Unit 9の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 9について小テストを行う．Unit 10の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 10について小テストを行う．Unit 11の問題の解答と解答方法を確認する．

Unit 11について小テストを行う．Unit 12の問題の解答と解答方法を確認する．

備
考

本科目の修得には，15 時間の授業の受講と 30 時間の自己学習が必要である．
前期定期試験を実施する．
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